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【届出の対象とした募集（売出）外国投資証券に係る外国投資法人の名称】  

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ

－フランクリンＫ２オルタナティブ・ストラテジーズ・ファンド

（Franklin Templeton Investment Funds

- Franklin K2 Alternative Strategies Fund）

 

【届出の対象とした募集（売出）外国投資証券の形態及び金額】  

記名式無額面投資証券  

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ

－フランクリンＫ２オルタナティブ・ストラテジーズ・ファンド

－クラスＡ（ａｃｃ）米ドル投資証券

 

 上限見込額は１億1,430万米ドル（約170億8,899万円）である。  

 （注１）上限見込額は、便宜上、ファンドのクラスＡ（ａｃｃ）米ドル投資証券の

2023年10月末日現在の１口当たり純資産価格（11.43米ドル）に1,000万口を

乗じて算出された金額である。

（注２）米ドルの円貨換算は、特に記載がない限り、2023年10月31日現在の株式会社

三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝149.51円）によ

る。以下同じ。

 

【縦覧に供する場所】 該当事項なし  
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

2023年12月28日に提出した有価証券届出書（2024年３月29日付有価証券届出書の訂正届出書により訂正

済。）（以下「原届出書」といいます。）について、2024年７月付で投資方針、投資制限、投資リスク、

手数料等及び税金、申込（販売）手続等、買戻し手続等、乗換え手続等、資産管理等の概要および別紙等

が変更され、ファンド設立地における目論見書が更新されましたので、これに関する記載を訂正するた

め、本訂正届出書を提出するものです。

なお、下線の部分は訂正部分を示します。

 

２【訂正の内容】

 

第一部　証券情報

（８）申込期間

＜訂正前＞

（前略）

（注２）「ファンド営業日」とは、関連する法域の銀行の通常営業日をいう。

（注３）「評価日」とは、ニューヨークの証券取引所の営業日またはルクセンブルグの銀行の通常営業日（全日）（通常の停止時

間を除く）をいう。なお、2024年１月１日以降、「「評価日」とは、ニューヨーク証券取引所の通常営業日（通常の取引

が停止されている期間を除く。）をいう。ファンドに適用される評価日の詳細については、ウェブサイト

（http://www.franklintempleton.lu）に記載される。」に変更される。

（注４）申込期間は上記期間満了前に有価証券届出書を提出することにより更新される。

 

＜訂正後＞

（前略）

（注２）「ファンド営業日」とは、関連する法域の銀行の通常営業日をいう。

（注３）「評価日」とは、ニューヨーク証券取引所の通常営業日（通常の取引が停止されている期間を除く。）をいう。ファンド

に適用される評価日の詳細については、ウェブサイト（http://www.franklintempleton.lu）に記載される。

（注４）申込期間は上記期間満了前に有価証券届出書を提出することにより更新される。

 

第二部　ファンド情報

第１　ファンドの状況

２　投資方針

（１）投資方針

＜訂正前＞

（前略）

フランクリンＫ２オルタナティブ・ストラテジーズ・ファンド

（中略）

ファンドは、その投資目的を達成するためにおよび財務目的のために、適用ある投資制限に従い、多

額の預金、短期金融商品またはマネー・マーケット・ファンドを（その純資産の100％まで）保有するこ

とができる。

（後略）
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＜訂正後＞

（前略）

フランクリンＫ２オルタナティブ・ストラテジーズ・ファンド

（中略）

ファンドは、その投資目的を達成するためにおよび財務目的のために、適用ある投資制限に従い、多

額の預金、短期金融商品またはマネー・マーケット・ファンドを（その純資産の100％まで）保有または

投資することができる。

（後略）

 

（４）投資制限

＜訂正前＞

（前略）

１．譲渡性のある証券および流動資産への投資

（中略）

ｊ）本投資法人は、投資運用会社もしくは関係者、または管理会社により発行された有価証券または

債務証券を購入できない。

ｋ）本投資法人は、証拠金での有価証券の購入（ただし、本投資法人が下記２．ｅ）項に規定の制限

内で有価証券の購入または売却の清算のために必要な短期貸付を利用する場合を除く。）または

譲渡性のある証券、短期金融商品または上記に記載のその他の金融商品の空売りはできないが、

本投資法人が先物および先渡契約（ならびにそれらのオプション）につき、当初証拠金および追

加証拠金を預託する場合を除く。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

１．譲渡性のある証券および流動資産への投資

（中略）

ｊ）本投資法人は、投資運用会社もしくは関係者、または管理会社により発行された有価証券または

債務証券を購入できない。この投資制限の目的上、「関係者」という用語は、ＦＲＩが直接的ま

たは間接的に所有する関連会社および子会社を意味するものとする。

ｋ）本投資法人は、証拠金での有価証券の購入（ただし、本投資法人が下記２．ｅ）項に規定の制限

内で有価証券の購入または売却の清算のために必要な短期貸付を利用する場合を除く。）または

譲渡性のある証券、短期金融商品または上記に記載のその他の金融商品の空売りはできないが、

本投資法人が先物および先渡契約（ならびにそれらのオプション）につき、当初証拠金および追

加証拠金を預託する場合を除く。

（後略）
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３　投資リスク

ａ．リスク要因

＜訂正前＞

（前略）

スワップ契約リスク

（中略）

本投資法人のスワップ契約の利用が、ファンドの投資目的の促進に成功するか否かは、一定の種類の投

資対象が他の投資対象よりも大きなリターンをもたらす可能性があるか否かについて正確に予測する投資

運用会社および／または共同投資運用者の能力に依存する。スワップ契約は、二当事者間契約であり、７

暦日以上の期間を有することから、非流動的であるとみなされる可能性がある。さらに、本投資法人は、

スワップ契約の相手方が債務不履行または破産した場合、スワップ契約に基づき受領する予定の金額を失

うリスクを負担する。投資運用会社および／または共同投資運用者は、本投資法人に上記「２　投資方

針、（４）投資制限」に記載される指針に従いスワップ契約を締結させる。スワップ契約のパフォーマン

スを決定する主な要因は、原投資資産の価格の動き、特定の金利、為替ならびに、取引相手方によるおよ

び取引相手方に対する発生済み支払金の計算に用いられる他の要因である。スワップ契約がファンドによ

る支払いを要求する場合、ファンドは常に当該支払いを遵守することができなければならない。さらに、

取引相手方が信用度を失う場合、当該取引相手方と締結したスワップ契約の価額は、下落することが予想

され、ファンドの潜在的損失を伴う。

 

テーマ投資リスク

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

スワップ契約リスク

（中略）

本投資法人のスワップ契約の利用が、ファンドの投資目的の促進に成功するか否かは、一定の種類の投

資対象が他の投資対象よりも大きなリターンをもたらす可能性があるか否かについて正確に予測する投資

運用会社および／または共同投資運用者の能力に依存する。スワップ契約は、二当事者間契約であり、７

暦日以上の期間を有することから、非流動的であるとみなされる可能性がある。さらに、本投資法人は、

スワップ契約の相手方が債務不履行または破産した場合、スワップ契約に基づき受領する予定の金額を失

うリスクを負担する。投資運用会社および／または共同投資運用者は、本投資法人に上記「２　投資方

針、（４）投資制限」に記載される指針に従いスワップ契約を締結させる。スワップ契約のパフォーマン

スを決定する主な要因は、原投資資産の価格の動き、特定の金利、為替ならびに、取引相手方によるおよ

び取引相手方に対する発生済み支払金の計算に用いられる他の要因である。スワップ契約がファンドによ

る支払いを要求する場合、ファンドは常に当該支払いを遵守することができなければならない。さらに、

取引相手方が信用度を失う場合、当該取引相手方と締結したスワップ契約の価額は、下落することが予想

され、ファンドの潜在的損失を伴う。
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ＴＢＡ取引リスク

ＴＢＡ（To-be-announced）取引（ＴＢＡ）とは、モーゲージ・バック証券（ＭＢＳ）の先渡決済取引を

いい、ＴＢＡ取引では、約定日時点では受け渡される特定の証券を特定しないが、受け渡された証券は指

定された条件および基準（発行体、満期、クーポン、価格、額面価額および決済日等）を満たさなければ

ならない。ＴＢＡ等の先渡決済取引の証券は、投資リスクを拡大させるレバレッジを伴う。ＴＢＡは、市

場リスク、カウンターパーティー・リスクおよび流動性リスクにもさらされる。

ＴＢＡは、契約期間中、原投資対象の価格変動にさらされる。将来のある特定の日に証券を購入する義

務には、ファンドが購入義務を負う証券の市場価値が購入価格を下回るリスクが伴う。

ファンドは、ポートフォリオ・ポジションをヘッジするため、または特約日受渡契約に基づいて保有す

る証券を売却するために、ＴＢＡ売却コミットメントを締結することがある。ＴＢＡ売却コミットメント

を締結する場合、ファンドは、受け渡されるＭＢＳの価格が決済日までに上昇するリスクを負うことにな

る。その結果、当該証券の含み益実現の可能性が低下することがある。

ファンドは、買い手が、ＭＢＳを売却し、後日類似の特性を有する別のＭＢＳを買い戻すことに同意す

るＴＢＡロール取引を実行することがある。ＴＢＡロール取引の買い手は、かかるロール期間中に関係す

る資産プールの価値が上昇した場合に類似証券をより高い価格で購入する義務が生じるリスクを負う。

 

テーマ投資リスク

（後略）

 

４　手数料等及び税金

（３）管理報酬等

＜訂正前＞

管理会社の報酬

（中略）

管理会社報酬：上記の年次管理費用に加えて、管理会社は、本投資法人のために登録・名義書換、企

業活動、所在地事務および管理事務機能を履行する対価として、本投資法人から、関連する投資証券ク

ラスの純資産価額の0.20％を上限として、各１年間における、関連するクラスレベルの投資者の保有証

券毎の追加額（固定要素および変動要素から成る。）およびその設立費用の一部を補填する年間固定費

から構成される年次報酬を受領する。かかる報酬は、日々算出かつ発生し、毎月後払いされる。この年

次報酬には、（ⅰ）管理事務代行会社として本投資法人に提供した業務に対してＪ.Ｐ．モルガン・エス

イー、ルクセンブルグ支店に支払われる報酬および（ⅱ）登録機関および名義書換事務代行会社として

本投資法人に提供した業務に対してヴィルタス・パートナーズ・ファンド・サービシズ・ルクセンブル

グ・エス・エイ・アール・エルに支払われる報酬が含まれる。

2010年法の改定第111条に従い、管理会社は、有効かつ効果的なリスク管理と整合する報酬方針を規定

し、適用しており、かつ、そのようなリスク管理を推進する。かかる方針およびその実施は、本投資法

人のリスク・プロファイル、英文目論見書または定款に整合しないリスクを冒すことを促すものではな

く、管理会社が本投資法人の最善の利益のために行為する義務の遵守を妨げてはならない。

報酬要件は、人員（上級管理職、リスク責任者、管理部門、および上級管理者およびリスク管理者と

同一の報酬管轄に振り分けられる総報酬を受領し、かつその専門的活動が、管理会社または本投資法人

のリスク概要に重大な影響を及ぼす従業員）部門に対して適用される。かかる報酬には、固定部分（特

に基本給）および変動部分（年次賞与）が含まれる。年次賞与（現金、株式報酬またはその両者の組合

せで支払うことができる。）を支給する水準は、ＦＲＩの企業活動実績全般に左右され、報酬委員会に

より承認され、関連する個人の実務を参照して付与される。賞与の相当部分は、少なくとも３年間繰延

されることがあり、賞与の支払いはクローバック条項に服する。最新の報酬方針の詳細（報酬や手当の

算出方法、サステナビリティ・リスクの組み入れとの整合性、かかる報酬や給付を裁定する責任者の情

EDINET提出書類

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ(E33576)

訂正有価証券届出書（外国投資証券）

 5/35



報（報酬委員会の構成を含む。）を含むがこれらに限定されない。）は、インターネットのサイト

（http://www.franklintempleton.lu）で「Our Compay」、「Regulatory Information」のタブを選択す

ることで入手できる（書面での複写は、請求により無料で入手できる。）。

（後略）

 

＜訂正後＞

管理会社の報酬

（中略）

管理会社報酬：管理会社業務および付随的業務を提供する対価として、管理会社は、関連する投資証

券クラスの純資産価額の0.20％を上限として、本投資法人から支払われる年次報酬および各１年間にお

ける、関連するクラスレベルの投資者の保有証券毎の追加額（固定要素および変動要素から成る。）を

受領する。かかる報酬は、日々算出かつ発生し、毎月後払いされる。管理会社業務および付随的業務

は、本投資法人に対する、投資リスク管理・ガバナンス業務（ファンドの委託活動に監視活動、コンプ

ライアンスおよびリーガル業務、マネーロンダリングの取締り、規制上の監視、内部監査、企業活動、

所在地事務および管理事務機能の履行を含むが、これらに限定されない）の履行を含むが、これらに限

定されない。この年次報酬には、（ⅰ）管理事務代行会社として本投資法人に提供した業務に対してＪ.

Ｐ．モルガン・エスイー、ルクセンブルグ支店に支払われる報酬および（ⅱ）登録機関および名義書換

事務代行会社として本投資法人に提供した業務に対してヴィルタス・パートナーズ・ファンド・サービ

シズ・ルクセンブルグ・エス・エイ・アール・エルに支払われる報酬が含まれる。

2010年法の改定第111条に従い、管理会社は、有効かつ効果的なリスク管理と整合する報酬方針を規定

し、適用しており、かつ、そのようなリスク管理を推進する。かかる方針およびその実施は、本投資法

人のリスク・プロファイル、英文目論見書または定款に整合しないリスクを冒すことを促すものではな

く、管理会社が本投資法人の最善の利益のために行為する義務の遵守を妨げてはならない。

報酬要件は、人員（上級管理職、リスク責任者、管理部門、および上級管理者およびリスク管理者と

同一の報酬管轄に振り分けられる総報酬を受領し、かつその専門的活動が、管理会社または本投資法人

のリスク概要に重大な影響を及ぼす従業員）部門に対して適用される。かかる報酬には、固定部分（特

に基本給）および変動部分（年次賞与）が含まれる。年次賞与（現金、株式報酬またはその両者の組合

せで支払うことができる。）を支給する水準は、ＦＲＩの企業活動実績全般に左右され、報酬委員会に

より承認され、関連する個人の実務を参照して付与される。賞与の相当部分は、少なくとも３年間繰延

されることがあり、賞与の支払いはクローバック条項に服する。最新の報酬方針の詳細（報酬や手当の

算出方法、サステナビリティ・リスクの組み入れとの整合性、かかる報酬や給付を裁定する責任者の情

報（報酬委員会の構成を含む。）を含むがこれらに限定されない。）は、インターネットのサイト

（http://www.franklintempleton.lu）で「About Us」、「Regulatory Information」のタブを選択する

ことで入手できる（書面での複写は、請求により無料で入手できる。）。

（後略）

 

（５）課税上の取扱い

②　ルクセンブルグ

＜訂正前＞

本投資法人に対する課税

（中略）

また、クラスＩ、クラスJ、クラスＸおよびクラスＹ投資証券も、当該投資証券クラスの投資者が各

クラスにつきすべて機関投資家である場合、かかる0.01％の軽減税の資格を有する。

本投資法人の投資証券の発行に際して、ルクセンブルグ大公国の印紙税またはその他の税金は課さ

れない。設立時および定款が修正される毎に75ユーロの登録税を支払うものとする。
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（後略）

 

＜訂正後＞

本投資法人に対する課税

（中略）

また、クラスＩ、クラスJ、クラスＰ１、クラスＸおよびクラスＹ投資証券も、当該投資証券クラス

の投資者が各クラスにつきすべて機関投資家である場合、かかる0.01％の軽減税の資格を有する。

フランクリン・米ドル・ショートターム・マネー・マーケット・ファンドは、ＭＭＦＲの定義にお

けるマネー・マーケット・ファンドとして認可されており、（上記の年率0.05％の税金ではなく）年

率0.01％の軽減税の適用を受ける資格を有する。

上記にかかわらず、2010年12月17日法第175条ｂ）の要件を満たすファンドまたは個々のクラスは、

上記の年次税の免除の恩恵を受けることができる。ファンドまたはクラスがこの免除の恩恵を受ける

ための要件は、以下のとおりである。

（ｉ）当該ファンドまたは当該クラスの投資証券が機関投資家により保有されていること。

（ⅱ）当該ファンドがＭＭＦＲに従って短期マネー・マーケット・ファンドとして認可されている

こと。

（ⅲ）当該ファンドが公認の格付機関から可能な限り高い格付けを受けていること。

本投資法人またはその個々のファンドは、タクソノミー規則第３条の定義における環境的に持続可

能なものとして適格な経済活動（以下「適格活動」という。）に投資される関連するファンドの純資

産の価額に応じて（ただし、化石ガスおよび／または原子力エネルギー関連活動に投資される本投資

法人または関連するファンドの純資産の割合を除く。）、年次税の軽減税率の恩恵を受けることがで

きる。

年次税の軽減税率は、以下のとおりとする。

・本投資法人または関連するファンドの純資産総額の少なくとも５％が適格活動に投資されている

場合：0.04％

・本投資法人または関連するファンドの純資産総額の少なくとも20％が適格活動に投資されている

場合：0.03％

・本投資法人または関連するファンドの純資産総額の少なくとも35％が適格活動に投資されている

場合：0.02％

・本投資法人または関連するファンドの純資産総額の少なくとも50％が適格活動に投資されている

場合：0.01％

上記の年次税率は、適格活動に投資される純資産に対してのみ適用される。

本投資法人の投資証券の発行に際して、ルクセンブルグ大公国の印紙税またはその他の税金は課さ

れない。設立時および定款が修正される毎に75ユーロの登録税を支払うものとする。

（後略）

 

第３　外国投資証券事務の概要

（３）投資証券に対する特典、譲渡制限等

＜訂正前＞

譲渡とは、ある投資主の保有証券を別の投資主に移すことを目的とした取引である。

投資証券の譲渡の指図は、書面によるか、または正式に署名された投資証券譲渡書面に消却される各

投資証券証書（発行されている場合）を付すか、または明示的に許可されている場合は電話、ファクシ

ミリもしくは電子的方法により、管理会社に提出されなければならない。当該指示書は、日付を付し

て、譲渡人、ならびに本投資法人および／または管理会社が請求する場合は、譲受人、またはかかる行

為を行うための適切な委任状を保有する者が署名しなければならない。
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管理会社がかかる譲渡を承認するには、本投資法人が承認した申込書を有する譲受人でなければなら

ず、すべてのファンドおよび投資証券クラスの適格要件を満たさなければならない。

（後略）

 

＜訂正後＞

譲渡とは、ある投資主の保有証券を別の投資主に移すことを目的とした取引である。

投資証券の譲渡の指図は、書面によるか、または正式に署名された投資証券譲渡書面に消却される各

投資証券証書（発行されている場合）を付すか、または明示的に許可されている場合は電話、ファクシ

ミリもしくは電子的方法により、名義書換事務代行会社に提出されなければならない。当該指示書は、

日付を付して、譲渡人、ならびに本投資法人および／または管理会社が請求する場合は、譲受人、また

はかかる行為を行うための適切な委任状を保有する者が署名しなければならない。

管理会社および／または名義書換事務代行会社がかかる譲渡を承認するには、本投資法人が承認した

申込書を有する譲受人でなければならず、すべてのファンドおよび投資証券クラスの適格要件を満たさ

なければならない。

（後略）
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第三部　外国投資法人の詳細情報

第１　外国投資法人の追加情報

２　役員の状況

＜訂正前＞

（2024年１月末日現在）

氏名 役職名 略歴
所有

投資証券

グレゴリー・Ｅ・ジョンソン

（Gregory E. Johnson）
会長

フランクリン・リソースズ・インク

エグゼクティブ・チェアマン
該当なし

マーク・Ｇ・ホロウェスコ

（Mark G. Holowesko）
取締役

ホロウェスコ・パートナーズ・リミ

テッド　プレジデント
該当なし

ウィリアム・ロックウッド

（William Lockwood）
取締役

フランクリン・テンプルトン・インベ

ストメント・ファンズ　ディレクター
該当なし

ジェド・Ａ・プラフカー

（Jed A. Plafker）
取締役

フランクリン・リソースズ・インク

グローバル・アライアンスおよび新規

ビジネス戦略

エグゼクティブ・バイス・プレジデン

ト

該当なし

アヌーク・アグネス

（Anouk Agnes）
取締役

フランクリン・テンプルトン・インベ

ストメント・ファンズ ディレクター、

社外取締役

該当なし

ジョセフ・Ｐ・ラロック

（Joseph P. La Rocque）
取締役

フランクリン・テンプルトン・インベ

ストメント・ファンズ ディレクター、

社外取締役

該当なし

クレッグ・Ｓ・タイル

（Craig S. Tyle）
取締役

フランクリン・リソースズ・インク

エグゼクティブ・ヴァイス・プレジデ

ント、シニア・リーガル・アドバイ

ザー

該当なし

ヴァージニー・ラグランジュ

（Virginie Lagrange）
取締役

フランクリン・テンプルトン・インベ

ストメント・ファンズ ディレクター、

社外取締役

該当なし

（後略）

 

＜訂正後＞

（2024年７月末日現在）

氏名 役職名 略歴
所有

投資証券

グレゴリー・Ｅ・ジョンソン

（Gregory E. Johnson）
会長

フランクリン・リソースズ・インク

エグゼクティブ・チェアマン
該当なし

マーク・Ｇ・ホロウェスコ

（Mark G. Holowesko）
取締役

ホロウェスコ・パートナーズ・リミ

テッド　ＣＥＯおよびプレジデント
該当なし

ウィリアム・ロックウッド

（William Lockwood）
取締役

フランクリン・テンプルトン・インベ

ストメント・ファンズ　ディレク

ター、社外取締役

該当なし

ジェド・Ａ・プラフカー

（Jed A. Plafker）
取締役

フランクリン・リソースズ・インク

グローバル・アライアンスおよび新規

ビジネス戦略

エグゼクティブ・バイス・プレジデン

ト

該当なし
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アヌーク・アグネス

（Anouk Agnes）
取締役

フランクリン・テンプルトン・インベ

ストメント・ファンズ ディレクター、

社外取締役

該当なし

ジョセフ・Ｐ・ラロック

（Joseph P. La Rocque）
取締役

フランクリン・テンプルトン・インベ

ストメント・ファンズ ディレクター、

社外取締役

該当なし

クレッグ・Ｓ・タイル

（Craig S. Tyle）
取締役

フランクリン・リソースズ・インク

シニア・リーガル・アドバイザー
該当なし

ヴァージニー・ラグランジュ

（Virginie Lagrange）
取締役

フランクリン・テンプルトン・インベ

ストメント・ファンズ ディレクター、

社外取締役

該当なし

（後略）

 

第２　手続等

１　申込（販売）手続等

＜訂正前＞

海外における申込手続等

投資証券の購入方法

申込方法

投資予定者は、投資証券の初回の購入では、申込書をすべて記入し、適切な身分証明書（詳細は申込書

に記載される。）と共に管理会社に送付するものとする。申込みは、管理会社が明示的に認めている場

合、電話、ファクシミリまたは電子的な請求でも受け付けられる。管理会社は、署名済の申込書原本およ

び身分証明の書類の郵送を要求でき、この場合、当該書類の受領まで申込書の処理が遅れることがある。

申込みは、取締役会または管理会社の裁量で承認される。

関連する販売会社が受領したすべての申込書の処理は、管理会社または書面により適切に授権された販

売会社に転送された時点で初めて開始される。

（中略）

クラスＩ、J、Ｘおよび／またはクラスＹ投資証券を申し込むことで、投資者は、本投資法人および管理

会社に対して、英文目論見書の「投資証券クラス」の項において記載される一または複数の種類の機関投

資家としての資格を有することを表明することになり、本投資法人、管理会社および／またはフランクリ

ン・テンプルトンのその他の事業体につき、かかる表明を信用して行為した結果生じたあらゆるすべての

損害、損失、経費またはその他の費用を補償することを約することになる。各投資者は、個別のインベス

ター・ポートフォリオ番号を付与され、本投資法人および／または管理会社に連絡する場合には必ず、当

該番号を関連取引照会番号（該当する場合）と共に提示するものとする。

 

購入方法

投資証券の初回購入は、申込書または管理会社が承認するその他の類似する申込書で行うものとする。

現行のインベスター・ポートフォリオの追加購入については、新たな申込書は必要とされない。ただし、

ブローカー／ディーラーを利用せずフランクリン・テンプルトンに直接指示を行う民間の個人投資者は、

標準の購入申込書（本投資法人のウェブサイトから、または請求により入手可能）をすべて記入し署名し

なければならない。投資証券の追加購入は、管理会社が明示的認めている場合、電話、ファクシミリまた

は電子的な請求によっても実施できる。管理会社は、追加購入の指示につき書面による正式に署名した確

認書を求めることがあり、この場合、要求された確認書面を受領するまで当該投資の処理に遅延が生じる

可能性がある。追加購入指示は、取締役会または管理会社の裁量で承認される。

関連するＫＩＩＤは、投資証券購入前に投資者に提供されなければならない。該当する場合、ブロー

カー／ディーラーは投資者に適切なＫＩＩＤを提供する責任がある。投資証券を購入する前に常に自身の
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ブローカー／ディーラーに連絡すること。ブローカー／ディーラーを持たない場合、管理会社または地元

のフランクリン・テンプルトンの事務所に連絡し、関連するＫＩＩＤの電子的または紙による写しの提供

を受けるものとする。

追加購入指示書は、正式に署名し、

（ａ）ファンドの名称、投資証券クラス、投資証券クラスＩＳＩＮコード（フランクリン・テンプルトン

のインターネットのサイト（http://www.franklintempleton.lu）から入手可能）および当該ファン

ドに対する申込投資証券口数（投資証券口数は、算用数字と文字の両者で記載すること。）または

投資金額（適用される申込手数料の引当て分を含む。）を（算用数字および文字で）記載し、

（ｂ）支払いの実施または実施予定方法を記載し、ならびに

（ｃ）関連するＫＩＩＤが提供されたことの確認を行う。

指示書に記載されたファンドの名称、投資証券クラス、投資証券クラスＩＳＩＮコードまたはファンド

投資証券クラスの通貨間に齟齬がある場合、注文は記載されたＩＳＩＮコードに従い実施される。

本投資法人および／または管理会社は、いかなる理由であれ、申込書または購入指示のすべてもしくは

一部を承認または拒否する権限を留保する。申込書または購入指示のすべてまたは一部が認められなかっ

た場合、購入金額は投資者のリスクおよび費用負担で当該投資者に返金される。

投資者は、本投資法人の資産の評価が停止されている場合を除き、購入申込みを取り下げることはでき

ず（下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の評価」参照のこと。）、このよう

な場合、購入申込みの取下げは、管理会社がかかる停止期間の終了前に書面による通知を受領した場合に

のみ有効となる。このような状況では、購入金額は当該投資者に返金される。

（中略）

 

購入価格

設定日において、ファンドの投資証券は、通常、10米ドル、または投資総額の他通貨相当額（適用ある

申込手数料を加える。）で募集される。設定日以降、管理会社が、あらゆる取引日につき、適用ある取引

締切時間（別紙Ａに記載される。）前に受領し受理した購入指示については、当該取引日に決定される関

連する投資証券１口当たり純資産価格（適用ある申込手数料を加える。）で発行される。購入金額は、当

該指示書の処理前に管理会社または関連する販売会社により決済可能な資金として受領されていなければ

ならない。このような場合、指示書は、当該資金（適用ある申込手数料を加える。）が管理会社により受

領される評価日に決定された投資証券１口当たり純資産価格に基づき処理される。

現地仕様の目論見書、投資者に提供される地域限定の情報書類、申込書または販売資料に別途記載され

る場合を除き、管理会社または正式に授権された販売会社が適用ある取引締切時間以降の取引日に受領し

受理した投資証券の購入に関するすべて記入済の指示書は、翌評価日に決定される関連する投資証券クラ

スの１口当たり純資産価格（適用ある申込手数料を加える。）に基づいて処理される。

投資証券１口当たり純資産価格は、下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の

評価」に詳述されるとおり計算される。本投資法人および／または管理会社は、登録投資主に対してコン

トラクト・ノート（以下「コントラクト・ノート」という。）に基づき発行された投資証券の価格を知ら

せるものとする。

（後略）

 

＜訂正後＞

海外における申込手続等

投資証券の購入方法

申込方法

投資予定者は、投資証券の初回の購入では、申込書をすべて記入し、適切な身分証明書（詳細は申込書

に記載される。）と共に名義書換事務代行会社に送付するものとする。申込みは、管理会社が明示的に認
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めている場合、電話、ファクシミリまたは電子的な請求でも受け付けられる。管理会社および／または名

義書換事務代行会社は、署名済の申込書原本および身分証明の書類の郵送を要求でき、この場合、当該書

類の受領まで申込書の処理が遅れることがある。申込みは、取締役会または管理会社の裁量で承認され

る。

関連する販売会社が受領したすべての申込書の処理は、名義書換事務代行会社または書面により適切に

授権された販売会社に転送された時点で初めて開始される。

（中略）

クラスＩ、J、Ｐ１、Ｘおよび／またはクラスＹ投資証券を申し込むことで、投資者は、本投資法人およ

び管理会社に対して、英文目論見書の「投資証券クラス」の項において記載される一または複数の種類の

機関投資家としての資格を有することを表明することになり、本投資法人、管理会社および／またはフラ

ンクリン・テンプルトンのその他の事業体につき、かかる表明を信用して行為した結果生じたあらゆるす

べての損害、損失、経費またはその他の費用を補償することを約することになる。各投資者は、個別のイ

ンベスター・ポートフォリオ番号を付与され、本投資法人、名義書換事務代行会社および／または管理会

社に連絡する場合には必ず、当該番号を関連取引照会番号（該当する場合）と共に提示するものとする。

 

購入方法

投資証券の初回購入は、申込書または名義書換事務代行会社が承認するその他の類似する申込書で行う

ものとする。現行のインベスター・ポートフォリオの追加購入については、新たな申込書は必要とされな

い。ただし、ブローカー／ディーラーを利用せずフランクリン・テンプルトンに直接指示を行う民間の個

人投資者は、標準の購入申込書（本投資法人のウェブサイトから、または請求により入手可能）をすべて

記入し署名しなければならない。投資証券の追加購入は、管理会社が明示的認めている場合、電話、ファ

クシミリまたは電子的な請求によっても実施できる。管理会社は、追加購入の指示につき書面による正式

に署名した確認書を求めることがあり、この場合、要求された確認書面を受領するまで当該投資の処理に

遅延が生じる可能性がある。追加購入指示は、取締役会または管理会社の裁量で承認される。

関連するＫＩＤは、投資証券購入前に投資者に提供されなければならない。該当する場合、ブロー

カー／ディーラーは投資者に適切なＫＩＤを提供する責任がある。投資証券を購入する前に常に自身のブ

ローカー／ディーラーに連絡すること。ブローカー／ディーラーを持たない場合、管理会社または地元の

フランクリン・テンプルトンの事務所に連絡し、関連するＫＩＤの電子的または紙による写しの提供を受

けるものとする。

追加購入指示書は、正式に署名し、

（ａ）ファンドの名称、投資証券クラス、投資証券クラスＩＳＩＮコード（フランクリン・テンプルトン

のインターネットのサイト（http://www.franklintempleton.lu）から入手可能）および当該ファン

ドに対する申込投資証券口数（投資証券口数は、算用数字と文字の両者で記載すること。）または

投資金額（適用される申込手数料の引当て分を含む。）を（算用数字および文字で）記載し、

（ｂ）支払いの実施または実施予定方法を記載し、ならびに

（ｃ）関連するＫＩＤが提供されたことの確認を行う。

指示書に記載されたファンドの名称、投資証券クラス、投資証券クラスＩＳＩＮコードまたはファンド

投資証券クラスの通貨間に齟齬がある場合、注文は記載されたＩＳＩＮコードに従い実施される。

本投資法人および／または管理会社は、いかなる理由であれ、申込書または購入指示のすべてもしくは

一部を承認または拒否する権限を留保する。申込書または購入指示のすべてまたは一部が認められなかっ

た場合、購入金額は投資者のリスクおよび費用負担で当該投資者に返金される。

投資者は、本投資法人の資産の評価が停止されている場合を除き、購入申込みを取り下げることはでき

ず（下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の評価」参照のこと。）、このよう

な場合、購入申込みの取下げは、管理会社および／または名義書換事務代行会社がかかる停止期間の終了
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前に書面による通知を受領した場合にのみ有効となる。このような状況では、購入金額は当該投資者に返

金される。

（中略）

 

購入価格

設定日において、ファンドの投資証券は、通常、10米ドル、または投資総額の他通貨相当額（適用ある

申込手数料を加える。）で募集される。設定日以降、名義書換事務代行会社が、あらゆる取引日につき、

適用ある取引締切時間（別紙Ａに記載される。）前に受領し受理した購入指示については、当該取引日に

決定される関連する投資証券１口当たり純資産価格（適用ある申込手数料を加える。）で発行される。購

入金額は、当該指示書の処理前に名義書換事務代行会社または関連する販売会社により決済可能な資金と

して受領されていなければならない。このような場合、指示書は、当該資金（適用ある申込手数料を加え

る。）が名義書換事務代行会社により受領される評価日に決定された投資証券１口当たり純資産価格に基

づき処理される。

現地仕様の目論見書、投資者に提供される地域限定の情報書類、申込書または販売資料に別途記載され

る場合を除き、名義書換事務代行会社または正式に授権された販売会社が適用ある取引締切時間以降の取

引日に受領し受理した投資証券の購入に関するすべて記入済の指示書は、翌評価日に決定される関連する

投資証券クラスの１口当たり純資産価格（適用ある申込手数料を加える。）に基づいて処理される。

投資証券１口当たり純資産価格は、下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の

評価」に詳述されるとおり計算される。本投資法人、名義書換事務代行会社および／または管理会社は、

登録投資主に対してコントラクト・ノート（以下「コントラクト・ノート」という。）に基づき発行され

た投資証券の価格を知らせるものとする。

（後略）

 

２　買戻し手続等

＜訂正前＞

海外における買戻し手続等

投資証券の買戻方法

買戻方法

あらゆるファンドのどのクラスの投資証券も、取引日において買い戻すことができる。買戻指示書は、

書面で、または明示的に許可されている場合は、電話、ファクシミリ、または電子的手段により管理会社

に対して提出される。共同インベスター・ポートフォリオの場合、すべての指示書にすべての投資主が署

名しなければならないが、単独での署名権限が付与されているか、または委任状が管理会社に送付されて

いる場合は除く。指示書が書面で提出されていない場合、管理会社は、当該指示書の書面による、かつ正

式に署名された確認書を請求でき、この場合、書面による、かつ正式に署名されたかかる確認書の受領ま

で、かかる指示書の処理が遅延することがある。

定款に記載されるとおり、かつ定款に記載される制限内で、本投資法人および／または管理会社におい

て、投資主が（Ａ）米国人であるか、米国人の勘定で、もしくは米国人の利益のために投資証券を保有す

ること、（Ｂ）いずれかの法令に違反して、もしくは本投資法人、その投資主または本投資法人の投資運

用および助言を行う代理人に、規制上、税務上の不利益または、重大な行政上の不利益もしくはその他の

重大な不利益または悪影響を及ぼしているか、及ぼす可能性がある状況において、投資証券を保有してい

ること、（Ｃ）本投資法人および／または管理会社によって要求される情報または宣言を提供しない場

合、または（Ｄ）本投資法人および／または管理会社の意見によれば、本投資法人またはマネー・マー

ケット・ファンドとしての資格を有するいずれかのファンドの流動性を損なう可能性がある投資証券の集

中保有を行っていることを認識した場合、本投資法人および／または管理会社は、（ｉ）当該投資主に対
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し、関連する投資証券の買い戻し、または当該投資証券を所有もしくは保有する資格または権利を有する

者への関連する投資証券の譲渡を指示するか、（ⅱ）関連する投資証券を償還する。

投資主名義で証書が発行されている場合、取締役会は、当該取引が適用される純資産価額で効力を発生

し、その後支払いが実施される以前に、かかる投資証券証書が正式に裏書され管理会社に返却されるよう

要求できる。

（中略）

投資者は、本投資法人の資産の評価が停止されている場合を除き、投資証券の買戻指示を取下げること

はできず（下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の評価　（ⅰ）純資産価格の

計算」参照のこと。）、かかる場合、買戻指示書の取下げは管理会社がかかる停止期間の終了前に書面に

よる通知を受領した場合にのみ有効となる。指示書が取り下げられなかった場合、投資証券の買戻しは、

かかる停止の終了後の翌評価日において実施される。
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買戻価格

管理会社または正式に授権された販売会社により適用ある取引締切時間（別紙Ａに記載される。）前の

取引日において受領され、受理されたすべて記入済の買戻指示書は、当該取引日に決定される関連する投

資証券クラスの投資証券１口当たり純資産価格（適用あるＣＤＳＣを控除する。）に基づき処理される。

現地仕様の目論見書、投資者に提供される地域限定の情報文書、申込書または販売資料に別途記載され

る場合を除き、管理会社または正式に授権された販売会社が、適用ある取引締切時間（別紙Ａに記載され

る。）以降の取引日において受領し受理したすべて記入済の買戻指示書は、翌評価日に決定される関連す

る投資証券クラスの１口当たり純資産価格（適用あるＣＤＳＣを控除する。）に基づいて処理される。

投資証券１口当たり純資産価格は、下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の

評価」に詳述される記載に基づき計算される。

 

買戻手取金の支払い

買い戻された投資証券の支払いは、買戻指示書が管理会社により正式な手順で受領され、受理されたの

ちルクセンブルグの３ファンド営業日以内（または、当該日程は各国におけるファンドの関係書類または

販売資料に記載される。）に実施され、通常、別途指示される場合を除き、当該投資証券クラスの通貨で

銀行間の電子送金により実施される。本投資法人および／または管理会社は、入念なデュー・ディリジェ

ンスを行っている場合、受取銀行または決済システムにおいて生じた遅延または手数料につき、責任を負

わず、一部の国内、特定の銀行、現地コルレス銀行、支払代理人もしくはその他の代理人による現地での

支払処理にかかる時間が原因で生じる決済の遅延については、責任を負わない。支払いは、指示書内で投

資主の費用およびリスクにより要求される場合、制限なく交換可能な通貨で実施することもできる。

下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の評価」に記載される例外的状況にお

いて、当該ファンドの流動性ゆえに、関連する評価日からルクセンブルグの３ファンド営業日以内（また

は、当該日程は各国におけるファンドの関係書類または販売資料に記載される。）に買戻手取金の支払い

が認められない場合、かかる買戻手取金は、合理的に実施可能な限り速やかに支払われるが、利息は付与

されない。

取締役会は、ファンドに帰属する資産の相当部分が投資されている国の金融市場において実施される決

済およびその他の制約により要求されるルクセンブルグの30ファンド営業日を超えない期間（ただし、法

域によってはより短い期間が適用されることがある。）まで、買戻手取金の支払期間を延長する権限も有

しているが、かかる延長は、その投資目的および投資方針において、新興国の発行体のエクイティ証券に

投資することを規定している本投資法人のファンド（つまり、フランクリン・インディア・ファンド

（Franklin India Fund）、フランクリン・ＭＥＮＡ・ファンド（Franklin MENA Fund）、フランクリン・

シーランド・チャイナ・Ａシェア・ファンド（Franklin Sealand China A-Shares Fund）、テンプルト

ン・オール・チャイナ・エクイティ・ファンド（Templeton All China Equity Fund）、テンプルトン・ア

ジア・エクイティ・トータル・リターン・ファンド（Templeton Asia Equity Total Return Fund）、テン

プルトン・アジアン・グロース・ファンド（Templeton Asian Growth Fund）、テンプルトン・アジアン・

スモーラー・カンパニーズ・ファンド（Templeton Asian Smaller Companies Fund）、テンプルトン・Ｂ

ＲＩＣ・ファンド（Templeton BRIC Fund）、テンプルトン・チャイナ・Ａシェア・ファンド（Templeton

China A-Shares Fund）、テンプルトン・チャイナ・ファンド（Templeton China Fund）、テンプルトン・

イースタン・ヨーロッパ・ファンド（Templeton Eastern Europe Fund）、テンプルトン・エマージング・

マーケッツ・ダイナミック・インカム・ファンド（Templeton Emerging Markets Dynamic Income

Fund）、テンプルトン・エマージング・マーケッツ・ファンド（Templeton Emerging Markets Fund）、テ

ンプルトン・エマージング・マーケッツ・スモーラー・カンパニーズ・ファンド（Templeton Emerging

Markets Smaller Companies Fund）、テンプルトン・エマージング・マーケッツ・サステナビリティ・

ファンド（Templeton Emerging Markets Sustainability Fund）、テンプルトン・フロンティア・マー
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ケッツ・ファンド（Templeton Frontier Markets Fund）およびテンプルトン・ラテン・アメリカ・ファン

ド（Templeton Latin America Fund））に関してのみとする。すべての支払いは、販売会社、投資運用会

社、管理会社および／または本投資法人側に責任はなく、投資主のリスク負担により実施される。

（後略）

 

＜訂正後＞

海外における買戻し手続等

投資証券の買戻方法

買戻方法

あらゆるファンドのどのクラスの投資証券も、取引日において買い戻すことができる。買戻指示書は、

書面で、または明示的に許可されている場合は、電話、ファクシミリ、または電子的手段により名義書換

事務代行会社に対して提出される。共同インベスター・ポートフォリオの場合、すべての指示書にすべて

の投資主が署名しなければならないが、単独での署名権限が付与されているか、または委任状が管理会社

に送付されている場合は除く。指示書が書面で提出されていない場合、管理会社および／または名義書換

事務代行会社は、当該指示書の書面による、かつ正式に署名された確認書を請求でき、この場合、書面に

よる、かつ正式に署名されたかかる確認書の受領まで、かかる指示書の処理が遅延することがある。

定款に記載されるとおり、かつ定款に記載される制限内で、本投資法人および／または管理会社におい

て、投資主が（Ａ）米国人であるか、米国人の勘定で、もしくは米国人の利益のために投資証券を保有す

ること、（Ｂ）いずれかの法令に違反して、もしくは本投資法人、その投資主または本投資法人の投資運

用および助言を行う代理人に、規制上、税務上の不利益または、重大な行政上の不利益もしくはその他の

重大な不利益または悪影響を及ぼしているか、及ぼす可能性がある状況において、投資証券を保有してい

ること、（Ｃ）本投資法人および／または管理会社によって要求される情報または宣言を提供しない場

合、または（Ｄ）本投資法人および／または管理会社の意見によれば、本投資法人またはマネー・マー

ケット・ファンドとしての資格を有するいずれかのファンドの流動性を損なう可能性がある投資証券の集

中保有を行っていることを認識した場合、本投資法人および／または管理会社は、（ｉ）当該投資主に対

し、関連する投資証券の買い戻し、または当該投資証券を所有もしくは保有する資格または権利を有する

者への関連する投資証券の譲渡を指示するか、（ⅱ）関連する投資証券を償還する。

投資主名義で証書が発行されている場合、取締役会は、当該取引が適用される純資産価額で効力を発生

し、その後支払いが実施される以前に、かかる投資証券証書が正式に裏書され管理会社および／または名

義書換事務代行会社に返却されるよう要求できる。

（中略）

投資者は、本投資法人の資産の評価が停止されている場合を除き、投資証券の買戻指示を取下げること

はできず（下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の評価　（ⅰ）純資産価格の

計算」参照のこと。）、かかる場合、買戻指示書の取下げは名義書換事務代行会社がかかる停止期間の終

了前に書面による通知を受領した場合にのみ有効となる。指示書が取り下げられなかった場合、投資証券

の買戻しは、かかる停止の終了後の翌評価日において実施される。

 

買戻価格

名義書換事務代行会社または正式に授権された販売会社により適用ある取引締切時間（別紙Ａに記載さ

れる。）前の取引日において受領され、受理されたすべて記入済の買戻指示書は、当該取引日に決定され

る関連する投資証券クラスの投資証券１口当たり純資産価格（適用あるＣＤＳＣを控除する。）に基づき

処理される。

現地仕様の目論見書、投資者に提供される地域限定の情報文書、申込書または販売資料に別途記載され

る場合を除き、名義書換事務代行会社または正式に授権された販売会社が、適用ある取引締切時間（別紙

Ａに記載される。）以降の取引日において受領し受理したすべて記入済の買戻指示書は、翌評価日に決定
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される関連する投資証券クラスの１口当たり純資産価格（適用あるＣＤＳＣを控除する。）に基づいて処

理される。

投資証券１口当たり純資産価格は、下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の

評価」に詳述される記載に基づき計算される。

 

買戻手取金の支払い

買い戻された投資証券の支払いは、買戻指示書が名義書換事務代行会社により正式な手順で受領され、

受理されたのちルクセンブルグの３取引日以内（または、当該日程は各国におけるファンドの関係書類ま

たは販売資料に記載される。）に実施され、通常、別途指示される場合を除き、当該投資証券クラスの通

貨で銀行間の電子送金により実施される。本投資法人および／または管理会社は、入念なデュー・ディリ

ジェンスを行っている場合、受取銀行または決済システムにおいて生じた遅延または手数料につき、責任

を負わず、一部の国内、特定の銀行、現地コルレス銀行、支払代理人もしくはその他の代理人による現地

での支払処理にかかる時間が原因で生じる決済の遅延については、責任を負わない。支払いは、指示書内

で投資主の費用およびリスクにより要求される場合、制限なく交換可能な通貨で実施することもできる。

下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の評価」に記載される例外的状況にお

いて、当該ファンドの流動性ゆえに、関連する評価日からルクセンブルグの３取引日以内（または、当該

日程は各国におけるファンドの関係書類または販売資料に記載される。）に買戻手取金の支払いが認めら

れない場合、かかる買戻手取金は、合理的に実施可能な限り速やかに支払われるが、利息は付与されな

い。

取締役会は、ファンドに帰属する資産の相当部分が投資されている国の金融市場において実施される決

済およびその他の制約により要求されるルクセンブルグの30ファンド営業日を超えない期間（ただし、法

域によってはより短い期間が適用されることがある。）まで、買戻手取金の支払期間を延長する権限も有

しているが、かかる延長は、その投資目的および投資方針において、新興国の発行体のエクイティ証券に

投資することを規定している本投資法人のファンド（つまり、フランクリン・インディア・ファンド

（Franklin India Fund）、フランクリン・ＭＥＮＡ・ファンド（Franklin MENA Fund）、フランクリン・

シーランド・チャイナ・Ａシェア・ファンド（Franklin Sealand China A-Shares Fund）、テンプルト

ン・オール・チャイナ・エクイティ・ファンド（Templeton All China Equity Fund）、テンプルトン・ア

ジア・エクイティ・トータル・リターン・ファンド（Templeton Asia Equity Total Return Fund）、テン

プルトン・アジアン・グロース・ファンド（Templeton Asian Growth Fund）、テンプルトン・アジアン・

スモーラー・カンパニーズ・ファンド（Templeton Asian Smaller Companies Fund）、テンプルトン・Ｂ

ＲＩＣ・ファンド（Templeton BRIC Fund）、テンプルトン・チャイナ・Ａシェア・ファンド（Templeton

China A-Shares Fund）、テンプルトン・チャイナ・ファンド（Templeton China Fund）、テンプルトン・

イースタン・ヨーロッパ・ファンド（Templeton Eastern Europe Fund）、テンプルトン・エマージング・

マーケッツ・ダイナミック・インカム・ファンド（Templeton Emerging Markets Dynamic Income

Fund）、テンプルトン・エマージング・マーケッツ・エクス－チャイナ・ファンド（Templeton Emerging

Markets ex-China Fund）、テンプルトン・エマージング・マーケッツ・ファンド（Templeton Emerging

Markets Fund）、 テンプルトン・エマージング・マーケッツ・スモーラー・カンパニーズ・ファンド

（Templeton Emerging Markets Smaller Companies Fund）、テンプルトン・エマージング・マーケッツ・

サステナビリティ・ファンド（Templeton Emerging Markets Sustainability Fund）、テンプルトン・フ

ロンティア・マーケッツ・ファンド（Templeton Frontier Markets Fund）およびテンプルトン・ラテン・

アメリカ・ファンド（Templeton Latin America Fund））に関してのみとする。すべての支払いは、販売

会社、投資運用会社、管理会社および／または本投資法人側に責任はなく、投資主のリスク負担により実

施される。

（後略）
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３　乗換え手続等

＜訂正前＞

海外市場における乗換え

（前略）

転換方法

投資証券の転換指示書は、書面で、または明示的に許可されている場合は、電話、ファクシミリ、また

は電子的手段により管理会社に対して提出される。共同インベスター・ポートフォリオの場合は、すべて

の指示書にすべての投資主が署名しなければならないが、単独での署名権限が付与されているか、または

委任状が管理会社に送付されている場合は除く。指示書が書面で提出されていない場合、管理会社は、当

該指示書の書面による、かつ正式に署名された確認書を請求でき、この場合、書面による、かつ正式に署

名されたかかる確認書の受領まで、かかる指示書の処理が遅延することがある。投資証券の転換には、申

込書は不要である。ただし、ブローカー／ディーラーを利用せずフランクリン・テンプルトンに直接指示

を行う民間の個人投資者は、標準の転換フォーム（本投資法人のウェブサイトから、または請求により入

手可能）をすべて記入し署名しなければならない。

関連するＫＩＩＤは、投資証券転換前に投資者に提供されなければならない。該当する場合、ブロー

カー／ディーラーには、投資者に適切なＫＩＩＤを提供する責任がある。投資証券を転換する前に常に自

身のブローカー／ディーラーに連絡すること。ブローカー／ディーラーを持たない場合、管理会社または

地元のフランクリン・テンプルトンの事務所に連絡し、関連するＫＩＩＤの電子的または紙による写しの

提供を受けるものとする。

指示書には個人のインベスター・ポートフォリオ番号、ファンドおよび投資証券クラスの間で転換され

る投資証券の番号／価額（ＩＳＩＮコード（フランクリン・テンプルトンのインターネットのサイト

（http://www.franklintempleton.lu）から入手可能）を含む。）の詳細、さらに関連するＫＩＩＤが提供

されていることの確認書が含まれていなければならない。指示書に記載されたファンドの名称、投資証券

クラス、投資証券クラスＩＳＩＮコードまたは投資証券クラスの通貨間に齟齬がある場合、かかる指示書

は記載されたＩＳＩＮコードに従い実施される。

投資主はいずれの取引日においても投資証券を転換できる。

転換先ファンドへの初回投資最低額は、1,000米ドル（または他通貨同等額）である。1,000米ドル（ま

たは他通貨同等額）を下回る保有証券残高となる指示は、実施されない。フランクリン・エマージング・

マーケッツ・デット・オポチュニティーズ・ハード・カレンシー・ファンド、フランクリン・エマージン

グ・マーケッツ・ソブリン・デット・ハード・カレンシー・ファンドおよびフランクリン・エマージン

グ・マーケッツ・コーポレート・デット・ファンドの投資証券クラスＡ、ＮおよびＷについては、かかる

最低投資額（転換および保有証券残高に関する場合）が、25,000米ドル（または他通貨同等額）である点

に投資者は留意すべきである。

（中略）

投資者は、本投資法人の資産の評価が停止されている場合を除き、投資証券の転換指示を取り下げるこ

とはできず（下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の評価」参照のこと。）、

かかる場合、転換指示書の取下げは管理会社がかかる停止期間の終了前に書面による通知を受領した場合

にのみ有効となる。指示書が取り下げられなかった場合、投資証券の転換は、かかる停止の終了後の翌評

価日において実施される。

 

転換価格

管理会社または正式に授権された販売会社により、適用ある取引締切時間（別紙Ａに記載される。）前

の取引日において受領され、受理されたすべて記入済の転換指示書は、当該取引日に決定される関連する

投資証券クラスの投資証券１口当たり純資産価格に基づき処理される。管理会社または正式に授権された
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販売会社が、適用ある取引締切時間以降の取引日において受領し受理したすべて記入済の転換指示書は、

翌評価日に決定される関連する投資証券クラスの投資証券１口当たり純資産価格に基づいて処理される。

発行される投資証券口数は、関連する評価日における２つの関連するファンドまたは投資証券クラスのそ

れぞれの投資証券純資産価額に基づく。

（後略）

 

＜訂正後＞

海外市場における乗換え

（前略）

転換方法

投資証券の転換指示書は、書面で、または明示的に許可されている場合は、電話、ファクシミリ、また

は電子的手段により名義書換事務代行会社に対して提出される。共同インベスター・ポートフォリオの場

合は、すべての指示書にすべての投資主が署名しなければならないが、単独での署名権限が付与されてい

るか、または委任状が管理会社に送付されている場合は除く。指示書が書面で提出されていない場合、管

理会社および／または名義書換事務代行会社は、当該指示書の書面による、かつ正式に署名された確認書

を請求でき、この場合、書面による、かつ正式に署名されたかかる確認書の受領まで、かかる指示書の処

理が遅延することがある。投資証券の転換には、申込書は不要である。ただし、ブローカー／ディーラー

を利用せずフランクリン・テンプルトンに直接指示を行う民間の個人投資者は、標準の転換フォーム（本

投資法人のウェブサイトから、または請求により入手可能）をすべて記入し署名しなければならない。

関連するＫＩＤは、投資証券転換前に投資者に提供されなければならない。該当する場合、ブロー

カー／ディーラーには、投資者に適切なＫＩＤを提供する責任がある。投資証券を転換する前に常に自身

のブローカー／ディーラーに連絡すること。ブローカー／ディーラーを持たない場合、管理会社または地

元のフランクリン・テンプルトンの事務所に連絡し、関連するＫＩＤの電子的または紙による写しの提供

を受けるものとする。

指示書には個人のインベスター・ポートフォリオ番号、ファンドおよび投資証券クラスの間で転換され

る投資証券の番号／価額（ＩＳＩＮコード（フランクリン・テンプルトンのインターネットのサイト

（http://www.franklintempleton.lu）から入手可能）を含む。）の詳細、さらに関連するＫＩＤが提供さ

れていることの確認書が含まれていなければならない。指示書に記載されたファンドの名称、投資証券ク

ラス、投資証券クラスＩＳＩＮコードまたは投資証券クラスの通貨間に齟齬がある場合、かかる指示書は

記載されたＩＳＩＮコードに従い実施される。

投資主はいずれの取引日においても投資証券を転換できる。

転換先ファンドへの初回投資最低額は、1,000米ドル（または他通貨同等額）である。1,000米ドル（ま

たは他通貨同等額）を下回る保有証券残高となる指示は、実施されない。フランクリン・エマージング・

マーケッツ・デット・オポチュニティーズ・ハード・カレンシー・ファンドおよびフランクリン・エマー

ジング・マーケッツ・コーポレート・デット・ファンドの投資証券クラスＡ、ＮおよびＷについては、か

かる最低投資額（転換および保有証券残高に関する場合）が、25,000米ドル（または他通貨同等額）であ

る点に投資者は留意すべきである。

（中略）

投資者は、本投資法人の資産の評価が停止されている場合を除き、投資証券の転換指示を取り下げるこ

とはできず（下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の評価」参照のこと。）、

かかる場合、転換指示書の取下げは名義書換事務代行会社がかかる停止期間の終了前に書面による通知を

受領した場合にのみ有効となる。指示書が取り下げられなかった場合、投資証券の転換は、かかる停止の

終了後の翌評価日において実施される。

 

転換価格

EDINET提出書類

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ(E33576)

訂正有価証券届出書（外国投資証券）

19/35



名義書換事務代行会社または正式に授権された販売会社により、適用ある取引締切時間（別紙Ａに記載

される。）前の取引日において受領され、受理されたすべて記入済の転換指示書は、当該取引日に決定さ

れる関連する投資証券クラスの投資証券１口当たり純資産価格に基づき処理される。名義書換事務代行会

社または正式に授権された販売会社が、適用ある取引締切時間以降の取引日において受領し受理したすべ

て記入済の転換指示書は、翌評価日に決定される関連する投資証券クラスの投資証券１口当たり純資産価

格に基づいて処理される。発行される投資証券口数は、関連する評価日における２つの関連するファンド

または投資証券クラスのそれぞれの投資証券純資産価額に基づく。

（後略）

 

第３　管理及び運営

１　資産管理等の概要

（１）資産の評価

＜訂正前＞

（前略）

評価

（中略）

（ｅ）本投資法人の投資証券に表章される債務以外の、あらゆる種類および性質の本投資法人のその他

すべての債務。当該債務の金額を決定する際に、本投資法人が支払うべきすべての関連する費用

（設立費用、計上されている報酬および費用その様々な業務の遂行、ならびに投資運用会社およ

び／または投資顧問会社、保管銀行、および現地の支払代理人、ならびに登録地の恒久的代理人

および各国における登録料および登録を維持する費用、本投資法人が雇用するその他のあらゆる

代理人が提供する業務の遂行に対して管理会社に対し支払われる報酬、設備サービス費用、会社

秘書サービス費用、弁護士および監査業務に対する報酬、保険料、印刷、報告および公告費用

（広告費ならびに／または目論見書、ＫＩＩＤ、説明書もしくは登録書類の作成および印刷にか

かる費用を含む。）、投資リサーチ手数料、税金または行政手数料もしくは監督手数料、その他

すべての運営費用（資産の売買、利息、銀行手数料および仲介手数料、郵便、電話、テレック

ス、テレファックス・メッセージおよびファクシミリその他これらに類似する通信手段の料金を

含む。）を考慮するものとする。本投資法人および／または管理事務代行会社は、定時または反

復して発生する管理事務およびその他の費用を年間、またはその他の期間につき、見積金額で事

前に算出し、これを当該期間にわたって均等に計上することができる。

（中略）

投資証券１口当たり純資産価格の計算の停止

１．本投資法人は、以下の期間において、ある特定のファンドの投資証券１口当たり純資産価格の決

定、および投資証券の販売買戻し、ならびに当該ファンドから、およびファンドへの投資証券の転

換を停止することがある。

（中略）

（ｉ）ファンドが資産の相当部分を投資している一または複数の投資先投資信託の純資産価格の計算

が停止されている場合。

２．かかる停止はいずれも本投資法人により公表され、保有する投資証券の購入、買戻しまたは転換の

請求を行っている投資主に対しては、かかる購入、買戻しまたは転換の取消不能な請求書面が提出

された時点で、本投資法人より通知される。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）
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評価

（中略）

（ｅ）本投資法人の投資証券に表章される債務以外の、あらゆる種類および性質の本投資法人のその他

すべての債務。当該債務の金額を決定する際に、本投資法人が支払うべきすべての関連する費用

（設立費用、計上されている報酬および費用その様々な業務の遂行、ならびに投資運用会社およ

び／または投資顧問会社、保管銀行、および現地の支払代理人、ならびに登録地の恒久的代理人

および各国における登録料および登録を維持する費用、本投資法人が雇用するその他のあらゆる

代理人が提供する業務の遂行に対して管理会社に対し支払われる報酬、設備サービス費用、会社

秘書サービス費用、弁護士および監査業務に対する報酬、保険料、印刷、報告および公告費用

（広告費ならびに／または目論見書、ＫＩＤ、説明書もしくは登録書類の作成および印刷にかか

る費用を含む。）、投資リサーチ手数料、税金または行政手数料もしくは監督手数料、その他す

べての運営費用（資産の売買、利息、銀行手数料および仲介手数料、郵便、電話、テレックス、

テレファックス・メッセージおよびファクシミリその他これらに類似する通信手段の料金を含

む。）を考慮するものとする。本投資法人および／または管理事務代行会社は、定時または反復

して発生する管理事務およびその他の費用を年間、またはその他の期間につき、見積金額で事前

に算出し、これを当該期間にわたって均等に計上することができる。

（中略）

投資証券１口当たり純資産価格の計算の停止

１．本投資法人は、以下の期間において、ある特定のファンドの投資証券１口当たり純資産価格の決

定、および投資証券の販売買戻し、ならびに当該ファンドから、およびファンドへの投資証券の転

換を停止することがある。

（中略）

（ｉ）ファンドが資産の相当部分を投資している一または複数の投資先投資信託の純資産価格の計算

が停止されている場合。

2010年12月17日法に従い、以下の期間または場合、投資証券の発行および買戻しは禁止されるものと

する。

（ⅰ）本投資法人が預託機関を持たない期間

（ⅱ）保管受託銀行が清算に付され、破産宣告を受け、もしくは債権者との和議、支払停止もしくは

経営の管理を求め、または類似の手続きの対象となった場合

２．かかる停止はいずれも本投資法人により公表され、保有する投資証券の購入、買戻しまたは転換の

請求を行っている投資主に対しては、かかる購入、買戻しまたは転換の取消不能な請求書面が提出

された時点で、本投資法人より通知される。

（後略）

 

第４　関係法人の状況

１　資産運用会社の概況

（２）運用体制

Ａ．管理会社

＜訂正前＞

（前略）

管理会社の取締役会は、2010年法第102条に基づき、Ａ．クレイグ・ブレア、オルガ・フレンケル、

ジョン・ホジー、ラファウ・クワスニー、マキシム・リナ、ルイス・ペレズおよびマーク・ストッ

フェルズを、管理会社の日々の業務について責任を負う執行役として任命している。

 

＜訂正後＞
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（前略）

管理会社の取締役会は、2010年法第102条に基づき、Ａ．クレイグ・ブレア、オルガ・フレンケル、

ジョン・ホジー、ラファウ・クワスニー、マキシム・リナおよびマーク・ストッフェルズを、管理会

社の日々の業務について責任を負う執行役として任命している。

 

（４）役員の状況

①　フランクリン・テンプルトン・インターナショナル・サービシズ・エス・エイ・アール・エル

＜訂正前＞

（2024年１月末現在）

氏名 役職名 略歴 所有株式

（中略）

ジェーン・トラスト 取締役 ジェーン・トラストは、フランクリン・テンプルト

ンのシニア・バイス・プレジデント兼ファンド取締

役会運営責任者である。トラスト氏は、レガシーで

あるレッグ・メイソンのファンド取締役会を運営

し、利害関係を有する取締役としてレッグ・メイソ

ンのファンド取締役会の一員を務めている。同氏

は、対象となる取締役会の管轄分野に関する社内グ

ループ（法務、ファンド管理事務および会計など）

とも密接に連携している。フランクリン・テンプル

トンに入社する前、トラスト氏は、レッグ・メイソ

ン・アンド・カンパニー・エル・エル・シーのシニ

ア・マネジング・ディレクターおよびレッグ・メイ

ソン系列ファンドの社長兼最高経営責任者であっ

た。2019年からは、トラスト氏は、レッグ・メイソ

ンの商品管理グローバル責任者を務め、2015年から

は、米国ファンド取締役会ガバナンスを担当した。

2017年から2019年まで、同氏は、米国商品管理責任

者を務めた。2007年から2014年まで、トラスト氏

は、レッグ・メイソン・キャピタル・マネジメント

（2013年３月にクリアブリッジ・インベストメンツ

の一部となった。）の機関投資家向けポートフォリ

オ・マネジャー兼顧客サービス責任者を務めた。

レッグ・メイソン・キャピタル・マネジメントに入

社する前、同氏は、レッグ・メイソン・インベスト

メント・カウンセルの投資責任者であった。以前、

トラスト氏は、確定利付証券のポートフォリオ・マ

ネジャーであった。トラスト氏は、1987年にレッ

グ・メイソンに入社した。トラスト氏は、ダートマ

ス大学のエンジニアリング科学学士号およびジョン

ズ・ホプキンズ大学で金融のＭＡＳを取得してい

る。同氏は、公認証券アナリスト（ＣＦＡ）の資格

保有者である。

0
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エド・ベンナー 取締役 エド・ベナーは、フランクリン・テンプルトンの販

売担当最高業務責任者であり、グローバル商品、

マーケティング、クロスボーダーファンド管理会社

およびその他の業務機能（データ、分析、技術

（CRM等）および販売戦略など）を担当している。

フランクリン・テンプルトンがレッグ・メイソンを

買収する前、エドは、レッグ・メイソンのグローバ

ル販売担当ＣＯＯであり、以前は、同社の国際最高

財務責任者およびその他の財務に関する役職を務め

ていた。エドは、2017年に１年間、グローバル販売

責任者代理としても勤務し、２年間（2018年から

2019年）、米国営業臨時代理責任者としても勤務し

た。レッグ・メイソンに入社する前、エドは、アー

ンスト・アンド・ヤングのロンドン資産運用業務に

おいて、同社の勅許会計士として経験を積んだ。エ

ドは、ダラム大学で経済学学士号（優等）を取得し

ており、1998年には、イングランドおよびウェール

ズ勅許会計士協会（以下「ＩＣＡＥＷ」という。）

の会員の地位（ＡＣＡ）も付与され、その後2011年

には、ＩＣＡＥＷのフェローシップの地位（ＦＣ

Ａ）も付与された。

0

 

＜訂正後＞

（2024年７月末現在）

氏名 役職名 略歴 所有株式

（中略）
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ジェーン・トラスト 取締役 ジェーン・トラストは、フランクリン・テンプルト

ンのシニア・バイス・プレジデント兼ファンド取締

役会運営責任者である。トラスト氏は、レガシーで

あるレッグ・メイソンのファンド取締役会を運営

し、利害関係を有する取締役としてレッグ・メイソ

ンのファンド取締役会の一員を務めている。同氏

は、対象となる取締役会の管轄分野に関する社内グ

ループ（法務、ファンド管理事務および会計など）

とも密接に連携している。フランクリン・テンプル

トンに入社する前、トラスト氏は、レッグ・メイソ

ン・アンド・カンパニー・エル・エル・シーのシニ

ア・マネジング・ディレクターおよびレッグ・メイ

ソン系列ファンドの社長兼最高経営責任者であっ

た。2019年からは、トラスト氏は、レッグ・メイソ

ンの商品管理グローバル責任者を務め、2015年から

は、米国ファンド取締役会ガバナンスを担当した。

2017年から2019年まで、同氏は、米国商品管理責任

者を務めた。2007年から2014年まで、トラスト氏

は、レッグ・メイソン・キャピタル・マネジメント

（2013年３月にクリアブリッジ・インベストメンツ

の一部となった。）の機関投資家向けポートフォリ

オ・マネジャー兼顧客サービス責任者を務めた。

レッグ・メイソン・キャピタル・マネジメントに入

社する前、同氏は、レッグ・メイソン・インベスト

メント・カウンセルの投資責任者であった。以前、

トラスト氏は、確定利付証券のポートフォリオ・マ

ネジャーであった。トラスト氏は、1987年にレッ

グ・メイソンに入社した。トラスト氏は、ダートマ

ス大学のエンジニアリング科学学士号およびジョン

ズ・ホプキンズ大学で金融のＭＡＳを取得してい

る。同氏は、公認証券アナリスト（ＣＦＡ）の資格

保有者である。

0

 

２　その他の関係法人の概況

（２）関係業務の概要

②　登録機関および名義書換事務代行会社

＜訂正前＞

名義書換事務代行会社の主な業務は、以下のとおりである。

ヴィルタス・パートナーズ・ファンド・サービシズ・ルクセンブルグ・エス・エイ・アール・エル

は、登録および名義書換代行契約に基づき本投資法人に関する業務を行うために、管理会社により本

投資法人の登録機関および名義書換事務代行会社に任命された。当該業務は、とりわけ、（ⅰ）本投

資法人の投資主名簿の維持、（ⅱ）オンボーディングおよび本人確認／マネーロンダリング防止業

務、（ⅲ）投資家および販売会社業務、（ⅳ）取引処理（投資証券の購入、売却およびスイッチング

の処理を含む。）、（ⅴ）現金管理、投資主の支払いおよび照合、（ⅵ）手数料の計算および支払

い、（ⅶ）顧客変更管理、（ⅷ）ＣＲＳおよびＦＡＴＣＡ業務、（ⅸ）規制上の報告、（ⅹ）苦情処

理における本投資法人の支援、ならびに（ⅺ）技術支援を含む。

該当する場合はいつでも、本書における投資主名簿および本投資法人の投資証券の取引に関する管

理会社の職務に関する言及も、管理会社がその登録および名義書換代行機能を委託した第三者に関す

る言及と読み替えられる。

 

＜訂正後＞

名義書換事務代行会社の主な業務は、以下のとおりである。
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ヴィルタス・パートナーズ・ファンド・サービシズ・ルクセンブルグ・エス・エイ・アール・エル

は、登録および名義書換代行契約に基づき本投資法人に関する業務を行うために、管理会社により本

投資法人の登録機関および名義書換事務代行会社に任命された。当該業務は、とりわけ、（ⅰ）本投

資法人の投資主名簿の維持、（ⅱ）オンボーディングおよび本人確認／マネーロンダリング防止業

務、（ⅲ）投資家および販売会社業務、（ⅳ）取引処理（投資証券の購入、売却およびスイッチング

の処理を含む。）、（ⅴ）現金管理、投資主の支払いおよび照合、（ⅵ）手数料の計算および支払

い、（ⅶ）顧客変更管理、（ⅷ）ＣＲＳおよびＦＡＴＣＡ業務、（ⅸ）規制上の報告、（ⅹ）苦情処

理における本投資法人の支援、ならびに（ⅺ）技術支援を含む。

該当する場合はいつでも、本書における投資主名簿および本投資法人の投資証券の取引に関する管

理会社の職務に関する言及も、関連する場合は、管理会社がその登録および名義書換代行機能を委託

した第三者に関する言及と読み替えられる。
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別紙Ｂ

 

定　　　義

＜訂正前＞

（前略）

「グリーンボンド」

その調達資金が、環境に有益な影響を与える新規および／または既

存のプロジェクトの一部もしくはすべての資金調達または事前資金

調達に使用される債務証券

「保有証券」
インベスター・ポートフォリオ内の一の投資証券クラスに保有され

る投資証券

「機関投資家」

2010年法第174条の意味内における、管轄権を有するルクセンブル

グの金融監督庁の指針または推奨によって随時定義される。適格機

関投資家の一覧表については英文目論見書の「投資証券クラス」の

項を参照のこと。

（中略）

「ＫＩＩＤ」

2010年法第159条の意味内における主要投資家情報文書。疑義を避

けるために付言すると、該当する場合において、本書におけるＫＩ

ＩＤへの言及は、パッケージ型リテール投資商品および保険ベース

投資商品の主要情報文書（パッケージ型リテール投資商品および保

険ベース投資商品（以下「ＰＲＩＩＰｓ」という。）の主要情報文

書に関する2014年11月26日付の欧州議会および欧州理事会の規則

1286／2014に定義される。）への言及と理解されるものとする。

（中略）

「ソーシャルボンド」

その調達資金が、明確な社会的利益を提供する新規および／または

既存のプロジェクトの一部もしくはすべての資金調達または事前資

金調達に使用される債務証券

（中略）

「評価日」または

「プライシング日」

ニューヨーク証券取引所（ＮＹＳＥ）の営業日またはルクセンブル

グの銀行の通常営業日（全日）（通常取引の停止時間を除く。）な

お、2024年１月１日以降、「ニューヨーク証券取引所の通常営業日

（通常の取引が停止されている期間を除く。）をいう。ファンドに

適用される評価日の詳細については、ウェブサイト（http://www.f

ranklintempleton.lu）に記載される。」に変更される。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

「グリーンボンド」

その調達資金が、環境に有益な影響を与える新規および／または既

存のプロジェクトの資金調達または事前資金調達に使用される債務

証券

「保有証券」
インベスター・ポートフォリオ内の一の投資証券クラスに保有され

る投資証券

「ＩＣＭＡ」

国際資本市場協会。債券のクロスボーダーな発行、取引および投資

を維持および強化し、特に環境および社会的に健全かつ持続可能な

プロジェクトに資金提供する発行体を支援するため、適切で広く受

け入れられるガイドライン、規則、勧告および標準文書の策定を通

じて、国際的に認められたベストプラクティスの基準を推進する非

営利団体。詳細についてはウェブサイト（www.icmagroup.org）を

参照のこと。
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「機関投資家」

2010年法第174条の意味内における、管轄権を有するルクセンブル

グの金融監督庁の指針または推奨によって随時定義される。適格機

関投資家の一覧表については英文目論見書の「投資証券クラス」の

項を参照のこと。

（中略）

「ＫＩＤ」

パッケージ型リテール投資商品および保険ベース投資商品（以下

「ＰＲＩＩＰｓ」という。）の主要情報文書に関する2014年11月26

日付の欧州議会および欧州理事会の規則1286／2014に定義される主

要情報文書。疑義を避けるため、また該当する場合、本書における

ＫＩＤの言及は、2010年法第159条の意味内における主要投資家情

報文書（ＫＩＩＤ）への言及と理解されるものとする。

（中略）

「ソーシャルボンド」

その調達資金が、明確な社会的利益を提供する新規および／または

既存のプロジェクトの資金調達または事前資金調達に使用される債

務証券

（中略）

「評価日」

ニューヨーク証券取引所の通常営業日（通常の取引が停止されてい

る期間を除く。）をいう。ファンドに適用される評価日の詳細につ

いては、ウェブサイト（http://www.franklintempleton.lu）に記

載される。

（後略）
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別紙Ｃ

ベンチマークの開示

＜訂正前＞

投資主は、これらのベンチマーク
（注１）

が長期的には変更される可能性があり、英文目論見書が当該変更

に応じて更新される点に留意されたい。ファンドに適用される現在のベンチマークのリストは、インター

ネットのサイトwww.franklintempleton.lu.で閲覧することができる。

（中略）

（注１）この別紙において開示されたベンチマークに関する追加情報（例えば、ネット・リターン対グロス・リターンの計算方法）

は、ウェブサイト（http://www.franklintempleton.lu）で入手可能な本投資法人のＫＩＩＤおよび販売資料に掲載されてい

る。

（後略）

 

＜訂正後＞

投資主は、これらのベンチマーク
（注１）

が長期的には変更される可能性があり、英文目論見書が当該変更

に応じて更新される点に留意されたい。ファンドに適用される現在のベンチマークのリストは、インター

ネットのサイトwww.franklintempleton.lu.で閲覧することができる。

（中略）

（注１）この別紙において開示されたベンチマークに関する追加情報（例えば、ネット・リターン対グロス・リターンの計算方法）

は、ウェブサイト（http://www.franklintempleton.lu）で入手可能な本投資法人のＫＩＤおよび販売資料に掲載されている。

（後略）

 

別紙Ｄは以下のとおり更新されます。
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